
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

うた

ジャンク

バロック

ロマネスク

10歳

絶望

33

煉獄

10
双子

秘密

異形花

獣

【獣が来る】

さようなら

いい子

半身がいるとわかる

知られてはいけないことがあった

どこからか手に入れた、奇妙な植物の芽を育てた。植物は見る見る育ち、あなたより大きく茂る。それは、ある日動き出し、あなたの親しかった人を次々と……捕らえ、殺し、喰らった。あるいは、あなたも食べられたのか？

真っ赤な血の色、吐き気を誘う鉄のにおい、耳にこびりついて離れない悲鳴。 獣だ、化け物だ。人々を弄び、容赦なく食い、そして殺す獣。 あなたはそんな獣がいたことを知っている。

危ないから逃げなさい。そう言われてひたすら走って逃げた。あなたは無力だったから。 シェルターに逃げ込むとき、あなたは暴れ狂う獣を見た。それは何のためらいもなく命を刈り取る獣の姿。 自分の家族も同じ目に遭ったのだと知ったのは、それからしばらくしてからだった。戦地から帰った母に教えられた真実。 あなたはひとり生き残ったのだ。

叫び声。あなたの叫び声だ。大人たちがあなたを引っ張って暗い部屋に入っていく。 扉の向こうに消える母の姿を見たのを覚えている。その表情は覚えていないけれど。 どうして大人たちはあなたを拘束するのだろう。薬を打つのだろう。銀色のメスを向けるのだろう。 薬で霞む意識の中、あなたが見たのはベルトに戒められた小さな自身の手だった。

あなたは言われるがままに動いた。与えられた異形の手足で、敵を弄んで殺した。 いつからこうだったのかはもう分からない。でも、これをすれば母が喜んでくれるから。 褒められたくて、喜んでほしくて、あなたはひとの命を丹念に潰していく。 その姿はまさに獣と呼ぶにふさわしいものだった。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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バトルパートで『地獄』にいるとき攻撃判定+1

肉弾・白兵攻撃でダメージ+1

防御1、1ターンに何度も

攻撃判定のだいすを振りなおす

2

1

肉弾攻撃１

対象の姉妹1体と互いに対話判定を行ってよい

たからもの

肉弾攻撃１

支援１

移動１

肉弾攻撃1+連撃1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

妨害2

自身がダメージをうけた際、其のダメージを与えた対象に使用可。肉弾攻撃2
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移動１

移動１

妨害１

最大行動値+1

たからもの

たからもの。家族の写真

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

